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It can be inferred that communal usage of production equipment in Valais traditional communities would 
be historically reflecting the local community's sustainability. Based on the author’s field survey, this study 
analyzes the resource management for energy and foods in the community. 


























































用形態を有することが判明した(図 3～図 7)。 
さらに、文献調査地であるトーベルでは、分散型の土地
利形態を有することが明らかになった。1902 年の調査[3]
によると、1 家族当たりの土地の平均所有数が 19 箇所に
も及ぶことが明らかになった。一例では、標高 1100m～
2000m に位置する酪農地 7 箇所、標高 1100m～1600m
に位置する穀物栽培地 5 箇所、標高 700m 前後に位置す











































図 2 標高に応じた生産活動と年間移動図/トーベル  
 図 3 集落構成図/プロペラ  図 4 集落構成図/ラヴォワール 
 
図 5 集落構成図/ヴォレージュ  図 6 集落構成図/トーベル 
 



























できる大きさを有する。50 kg とは、3～5 人の 1 か月の
食糧に相当する。また、19 個の事例分析から、「独立屋
外単機能型」、「併設屋外単機能型」、「独立屋内型」、
「併設屋内型」の 4 つの建築分類を抽出した。 
 
図 9 独立屋外単機能型 図 10 併設屋外単機能型 

























































図 13 火災マップと調査対象地[10] 
 
 トロワトロンでは、1610 年にコレール、1663 年にプ
ロペラにおいて共同パン窯が建設された。アニヴィエで






























距離 2.7 km ・ 標高差 878m と比較的短い行程である。
また、年 3～12 回のパン焼きを行なうラヴォワールは、
距離 9 km 前後・標高差 600m~700m、年 1～3 回のパン


























図 14 製粉のための移動とパン焼き頻度の関係[11] 
 
d）熱のカスケード利用 
 プロペラでは 1 ㎥の木材を使用して 1 週間、サンリュ






























則には地域差が生じる。また、1998 年 3 月 24 日発行の
























た。この単位は、水門を全開時の 4 分の 1 を開放した状
態における 3 時間分の流水量に相当する。Bitallia の木
製文書では、四角の数によって所有単位数が表されてい






















































1 か月間、アヤとファンでは 15 日間設けていた。 
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